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ⅠⅠⅠ コー ド理論､デザイン理論 :
元々､デザイン理論は実験を効率よく行 うために考えられた実験計画法で考えられてきた理論であり､
コー ド理論は2値のデータを送る際にエラーが起こっても復元出来るように考えだされた理論である｡P.
Delsarteはこれらのデザインやコー ドをPまたはq多項式スキーム上で考えることにより､二つの理論を統
一的に扱った｡
p.Delsarte､∫.M.GoethalsとJ.J.Seidel(Geom.Dedicata,1977)はPまたはQ多項式スキームの性質と2
点等質空間やランク1対称空間の類似性に気付き､球面上のデザインやコー ドの理論を与えた｡球面デザ
インとは関数の球面上での積分を球デザイン上の和に置き換えることができるなどの性質を持つ､球面上
の良い配置条件を満たす有限集合のことである｡高い次元や高い次数を持った球面デザインの存在はP.
seym oreとT.Zaslavsk(1984Adv.inMath.)によって示されているが､その具体的構成は難しい｡デザイ
ンやコー ドの応用面での有用性を考えると､具体的に構成するアルゴリズムを提示することは重要である｡
まず､なるべく多くのデザインの構成法を得ることが､任意の次元と任意の次数に対する球面デザインの
構成法を与える研究の最初の段階になる｡
我々は小谷元子氏と砂田利一氏の結晶格子の標準的実現の対称性と調和のとれた配置に注目し､結晶の
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形から具体的に球面デザインを構成した｡具体的には任意の有限グラフを与えた際に､その有限グラフの
隣接関係を基本パターンにもつ結晶格子が構成できるのであるが､最初の有限グラフがアソシエーション
スキームであった場合には､その結晶の辺からなる集合が球面3デザインを構成することが示された｡
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論文審査の結果の要旨
本論文の目的はアソシエーション･スキームに関して得た新 しい知見の公表である｡アソシエーション
スキームとは､有限集合xとxの関係の族の組みであって､その関係達がある種の代数的関係を満たすも
ののことである｡アソシエーションスキームは､置換群の持っある種の性質を公理化したもの.もしくは
対称空間のもつ距離構造のある種の性質を公理化したものであり､組み合わせ論における様々な概念 (デ
ザイン理論､コード理論､共形場理論にあらわれるフュージョン代数､ジョーンズのスピンモデル)を統
一的に扱う枠組みとして精力的に研究されている｡
本論文ではアソシエーションスキームを対称空間の離散類似と捕らえることで､幾何学におけるアイデ
アと代数的組合せ論の手法を合わせることを可能とし､アソシエーションスキーム研究に新しい視点を与
えることを目的とする｡特に､アソシエーションスキームの中のもっとも重要なクラスであるP多項式
アソシエーションスキームとQ多項式アソシエーションスキームは､それぞれ ｢距離正則グラフ｣｢ラン
ク1対称空間｣をモデルとしたクラスであり､これらを幾何学的な視点から理解する｡そのことにより､
m-natスキーム及びatenuatedspaceの指標表の決定､Larman-Rogers-Seidel比を用いたQ一多項式スキーム
の特徴付け､球面デザインの具体的構成などの結果を得､それを本論文にまとめた｡
これらの結果は､自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している｡し
たがって,栗原大武提出の博士論文は,博士 (理学)の学位論文として合格と認める｡
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